
（単位：円）

国庫補助額
（Ｃ）

交付金充当
経費（Ｄ）

起債額
（Ｅ）

その他
（Ｆ）

1

大町町公共施
設インターネッ
ト系LAN引込み
工事

企画政策課

町職員がリモートワークできる場所を拡大する
ため、総合福祉センター美郷（2階）、大町町公
民館（2階、3階）にLANケーブルを配線する。ま
た、職員を一か所から分散することで、３密を避
け、新型コロナウイルス感染の拡大防止に努め
る。

令和4年4月 令和4年6月 2,848,912 2,848,000 2,848,000
公共施設インターネット系引込工事委託料
　委託額　2,848,912円

町職員がリモートワークに対応できるよう職
場環境を整備し、職員を分散させることで３密
対策を行い新型コロナウイルス感染拡大防
止に資することができた。

2
大町ひじり学園
ICT教育機器
整備事業

教育委員会事務局

大町ひじり学園児童生徒数の増による不足分
と教職員の端末及び予備機を整備し、新型コロ
ナウイルス感染症対策としてリモート学習や調
べ学習などICT教育を推進する。

令和4年8月 令和5年3月 5,306,400 5,306,000 5,306,000
タブレット端末（生徒用19台・教職員用41台）
　80,400円×60台×1.1＝5,306,400円

新型コロナウイルス感染症対策としてのリ
モート学習や調べ学習に活用できた。

3
大町ひじり学園
校内LAN更新
工事

教育委員会事務局

感染症対策、３密対策であるリモート授業やひ
とり一台タブレットの使用には大容量通信に対
応できる環境が必要であり、また、GIGAスクー
ル構想に対応した通信ができる環境を整備す
る。

令和4年11月 令和5年3月 23,100,000 23,100,000 23,100,000
大町ひじり学園構内無線LAN更新工事
　23,100,000円

校舎新設時に構築された校内LANを通信が
できる環境に再整備したことにより、大容量
通信を行うリモート授業や、校舎内で空き教
室を活用し、分散したタブレット使用が可能と
なり感染拡大防止を図ることができた。

4
ひじり学園修学
旅行コロナ対
策事業

教育委員会事務局

感染の拡大防止と３密解消のため、バスを全学
年増台又は大型に変更する経費と、保護者等
から徴収した費用との差額を補助する。
また、6年生及び9年生の宿泊を伴う旅行で、新
型コロナウイルス感染により旅行がキャンセル
となった場合の保険料を補助する。

令和4年6月 令和4年11月 448,008 448,000 448,000

○修学旅行キャンセル保険料補助
６年生　生徒分　500円×45名＝22,500円
　　　　　教職員分　500円×　6名＝　3,000円
９年生　生徒分　650円×50名＝32,500円
　　　　　教職員分 　550円× 6名＝　3,300円
○バス増便分
１年生　43,638円
２年生　58,520円
３年生　4,600円
４年生　48,830円
７年生　29,250円
８年生　38,700円
９年生 163,170円

感染拡大防止のため３密対策として修学旅
行時のバスを増便し、また、万が一の感染に
よる宿泊を伴う修学旅行キャンセル時の保険
料を補助したことで、新型コロナウイルス感染
を防止しつつ修学旅行を開催できた。

5
大町町庁舎等
感染対策事業

子育て・健康課
新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた
め、職員の机にアクリルパーティションを設置し
飛沫拡散防止を徹底する。

令和4年6月 令和4年9月 651,750 651,000 651,000

アクリルパーティション購入経費　651,750円
アクリル板
　150枚×2,750円×1.1＝453,750円
アクリル用土台（「1台につき2個）
　300枚×600円×1.1＝198,000円
　役場庁舎、総合福祉センター等

役場庁舎及び総合福祉保健センター事務室
内にアクリルパーテーションを使用すること
で、新型コロナウイルス感染拡大を防止する
ことができた。

6

大町ささえあい
プレミアム付商
品券2022（令
和3年度分）

企画政策課

新型コロナウイルス感染症の影響で疲弊する
町内経済の活性化を促し、町内店舗での買い
支えを目的にプレミアム付き商品券事業（1冊で
6,500円分の商品券を購入できる。）を実施す
る。

令和4年6月 令和5年3月 50,902,657 47,091,000 47,091,000 商品券販売冊数　28,169冊

コロナ禍による物価高騰に直面する生活者
等へ、プレミアム付き商品券を販売したこと
で、消費下支えを通じた生活者支援となっ
た。

7

「大町町立保
育園」の給食
費等の負担軽
減事業

子育て・健康課

コロナ禍の原油価格・物価高騰等に直面して
も、子育て世代の負担を軽減し、これまでどおり
の栄養バランスや量を維持した給食等を提供
するため、食料品価格等の高騰分の費用を補
助する。

令和4年4月 令和5年3月 12,982,940 920,000 920,000

賄材料費　総額12,982,940円（内物価高騰分
920,429円、一般財源12,062,511円）

物価高騰による給食費等の増加見込　８％
大町町立保育園　園児の保護者(職員を除く）
総額12,982,940円-職員負担額1,477,575円＝
11,505,365円
　11,505,365円×8％＝920,429円

コロナ禍による物価高騰での保護者の負担
を増やすことなく、これまでどおり、量や質を
落とすことなく給食を提供できた。

事業の概要
所管Ｎｏ 事業名 事業実施状況

事業開始
年月

効果検証

令和4年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金効果検証

総事業費
（Ａ）

補助対象事業費
（Ｂ）＝（Ｃ）＋（Ｄ）＋（Ｅ）＋（Ｆ）事業完了

年月



8
給食費物価高
騰対策事業

教育委員会事務局

コロナ禍における物価高騰に直面し影響を受け
ている学校給食の給食費は据え置きし、保護
者が負担する食料品価格等の高騰分を臨時的
に直接支援する。

令和4年4月 令和5年3月 23,081,799 1,724,000 1,724,000
賄材料費の年間経費に、8%（物価上昇相当
分）を追加
　1,713,000円

コロナ禍による物価高騰での保護者の負担
を増やすことなく、これまでどおり、量や質を
落とすことなく給食を供給できた。

9

大町町インフ
ルエンザ接種
商品券配布事
業

子育て・健康課

コロナ禍での物価高騰の影響によるインフルエ
ンザ予防接種控えを抑制するため、インフルエ
ンザ予防接種費用を支払った人に、支払い額
に応じて商品券（1,000円分を上限）を配布し、イ
ンフルエンザのまん延防止と、町民への生活支
援、健康保持を増進する。

令和4年10月 令和5年3月 2,204,454 2,204,000 2,204,000

インフルエンザワクチン接種者　2,157人
商品券 2,157人×2枚×500円券＝2,157,000
円
換金委託料 4,314枚×11円＝47,454円

コロナ禍による物価高騰の影響でインフルエ
ンザワクチンの接種控えが懸念されていた
が、商品券の配布事業による町民の健康保
持及びインフルエンザの感染拡大の防止対
策になった。

10
”大町うまか
券”配布事業

企画政策課

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化す
る中で、エネルギー・食料品価格等の物価高騰
の影響を受けた生活者に対して、経済負担を
支援し、消費を下支えし、飲食店の需要喚起す
ることを目的として食事券を支給する。　町内全
世帯に、町内飲食店で使える一人3,000円分の
食事券（500円×6枚綴）を配布する。

令和4年11月 令和5年3月 19,501,992 19,501,000 19,501,000 商品券配布冊数　6,094冊
コロナ禍による物価高騰に直面する生活者
等への食事券配布により、消費下支えを通じ
た生活者支援となった。

11

大町町農業資
材等価格高騰
対策事業（令
和5年春作経
営支援分）

農林建設課

新型コロナウイルス感染症やウクライナ情勢の
悪化による肥料・原油の価格高騰で経済的な
影響を受ける農業者の負担を軽減するため、
農業資材等の購入に対し補助金を交付し、農
業者の営農意欲の向上と生産基盤の維持を図
る。

令和5年4月 令和5年10月 7,635,800 7,200,000 7,200,000

令和5年度に生産される作物の作付面積
1,000㎡当たり3,000円の補助を実施

申請件数 法人2件、個人65件

肥料及び原油価格高騰による農家の経済的
負担を軽減し、農業経営の安定に資すること
ができた。

12

大町町農業資
材等価格高騰
対策事業（令
和4年秋肥料
分）

農林建設課

新型コロナウイルス感染症やウクライナ情勢の
悪化による肥料価格高騰で、経済的な影響を
受けている農業者に対して、肥料価格上昇分
の一部を補助することで、営農意欲向上と農業
経営の安定を図る。

令和5年2月 令和5年3月 160,596 100,000 100,000

肥料費上昇分の一部を助成

申請件数　法人1件、営農組合4件、個人23
件

化学肥料の高騰による農家の経済的な負担
を軽減するとともに、化学肥料施肥量の2割
低減に繋がった。

13
大町町水道料
金減免事業

生活環境課

コロナ禍の中、物価高騰の影響を受けた町民・
事業者2,805件（月平均）に対して、基本料金の
４か月を減免することで、生活支援・事業継続
することを目的とする。ただし、官公庁は除く。

令和4年10月 令和5年3月 22,661,410 20,000,000 20,000,000

水道料金（基本料金）減免
4か月分（11月使用分～2月使用分）
調定件数　11,220件（月平均2,805件）
基本料金減免　22,134,420円
システム改修　517,000円
チラシ作成　9,990円

コロナ禍による物価高騰の影響を受けた町
民・事業者に対し経済的負担の軽減を図るこ
とができた。

14

新型コロナ・物
価高騰対策子
育て世帯生活
支援金交付事
業

子育て・健康課
コロナ禍の物価高騰等に直面している子育て
世代の負担を軽減するために、支援金を給付
する。（基準日　令和5年3月31日）

令和5年2月 令和5年3月 13,191,987 11,486,000 11,486,000

会計年度任用職員報酬1名
　時給@897円×7H×29日+@897円×4H×1
日＝185,679円
消耗品費　封筒、ﾌｧｲﾙほか　 5,867円
通信運搬費 @73円×417通＝30,441円
支援金
　児童18歳まで　10,000×829人＝8,290,000
円
　新1年生　20,000×128人＝2,560,000円
　ひとり親家庭の子ども
　　　　     20,000円×106人＝2,120,000円

コロナ禍による物価高騰の影響を受ける子育
て世帯に対し支援金を給付することで、負担
を軽減することができた。

15

新型コロナ・物
価高騰対策高
齢者生活支援
金交付事業(物
価高騰対策
分）

福祉課
コロナ禍の物価高騰等に直面している高齢者
（住民税非課税：928人）の負担を軽減するため
に、支援金を給付する。

令和5年1月 令和5年3月 24,538,952 3,860,000 3,860,000
一人当たり 10,000円
申請数 928人

コロナ禍による物価高騰に直面している高齢
者（住民税非課税）に対し支援金を給付する
ことで負担を軽減することができた。

209,217,657 146,439,000 0 146,439,000 0 0合計


